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■
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Ｆ
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犬
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上

伸
子
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表１　ケアによる収入下落への所得保障
は
じ
め
に

～

』
Ｆ

－

－

－

１

ｉ

『

　
日
本
で
は
、
今
日
で
も
女
性
の
７
割
は
第
１

子
が
１
歳
に
な
っ
た
時
点
で
は
無
業
に
な
っ
て

い
る
。
次
世
代
育
成
支
援
法
、
育
児
介
護
休
業

法
の
強
化
、
折
々
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
な
ど
様
々

な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
な
ぜ
効
果
が
で

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
つ
は
、
仕
事
と
家
庭
の
支
援
策
か
ら
、
非

正
規
社
員
と
い
う
目
線
が
抜
け
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
女
性
の
継
続
就
業
に
関
す
る
権
利
保
護

の
強
化

が
育
児
介
護
休
業
法
で
な
さ
れ
て
い
る

が
、
非
正
規
社
員
の
適
用
条
件
は
厳
し
く
、
拡

充
政
策
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
な
い
。

　
よ
り
広
く
は
、
子
ど
も
が
出
来
て
も
夫
婦
が

事
を
は
じ
め
て
お
り
、
正
社
員
へ
の
転
換
は
そ

う
容
易
で
は
な
い
。
だ
か
ら
出
産
、
育
児
等
、

若
年
層
を
対
象
と
し
た
社
会
的
保
護
に
は
、
非

正
規
社
員
を
も
合
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
。

　
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
遠
い
。
１
９
９
９
年
は
、

非
正
社
員
の
主
力
は
パ
ー
ト
と
ア
ル
バ
イ
ト
で

あ
り
、
全
体
の
８
割
を
超
え
て
い
た
。
し
か
し

正
社
員
の
採
用
抑
制
が
続
い
た
２
０
０
８
年
に

な
る
と
、
契
約
社
員
・
嘱
託
社
員
・
派
遣
社
員
、

そ
の
他
と
い
っ
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
非
正

規
社
員

が
、
非
正
現
社
長
の
３
人
に
Ｉ
人
を
し

フランス 英国 カナダ 日本

保険加入の育児休業取得者 ○ ○ Ｏ ○

保険加入者の出産離職 ○ ○ ○ ×

保険加入者の労働時間削減 ○ Ｏ ○ Ｘ

保険非加入者への独自の給付 ○ × ×

老 齢保険英国 国民保険、日本・カナダ 雇用保険、フランス
め

る
よ

う

に

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
非
正

規
雇
用
人
口
は

減
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
こ

れ

を

踏

ま
え

て
、
日
本
の
雇

用
ル
ー
ル
に
お

い
て
、
生
活
保

障
と
ス
キ
ル
形

成
と
い
う
側
面

と
も
に
働
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
雇
用
と
社
会

慣
行
へ
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
て
い
な

い
か
ら
だ
ろ
う
。
育
児
休
業
の
権
利
は
強
化
さ

れ
た
が
、
正
社
員
夫
婦
の
労
働
時
間
は
長
く
、

急
な
残
業
へ
の
対
応
へ
の
期
待
も
あ
る
。
非
正

規
社
員
に
つ
い
て
は
、
育
児
休
業
の
権
利
が
弱

く
無
職
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
都
会
で
は
保

育
回
に
人
る
の
も
容
易
で
は
な
い
。

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
政
策
の
国
際
比
較

の
た
め
に
、
６
月
の
ー
週
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
家

族
政
策
に
詳
し
い
皆
自
ｇ

句
心
ｉ
Ｌ
眼

を
招

聘
し
、
数
回
に
わ
た
っ
て
意
見
交
換
を
す
る
機

会
を
奏
昭

合
計
特
殊
出
生
率
が
．２ ：
を
超
え
い

国
と
し
て
日
本
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
の
状
況
と
比
較
し
つ
つ
、
本
務
で
は
特
に
非

正
規
雇
用
に
対
す
る
育
児
休
業
と
保
育
サ
ー
ピ

が
至
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
非
正
規
雇
用
者
を
、
労
働
者
の
例
外
と
見
る

権
利
保
護
の
あ
り
方
か
ら
、
通
常
の
雇
用
者
と

見
る
あ
り
方
に
、
社
会
保
障
全
体
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
。
年
金
、
医
療
、
雇
用
保
険
制
度
、

さ
ら
に
は
契
約
更
新
ル
ー
ル
、
非
正
規
社
員
か

ら
正
社
員
へ
の
転
換
、
労
使
交
渉
に
お
け
る
非

正
規
雇
用
者
代
表
の
参
加
な
ど
大
き
い
見
直
し

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
は
、
た
と
え
ば

労
働
時
間
が
変
動
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
社

会
保
険
料
徴
収
方
法
な
ど
様
々
な
技
術
的
な
問

題

が
あ
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
彼
扶
養
配
偶
者

の
保
険
料
免
除
の
恩
典
は
、
非
正
規
雇
用
者
へ

の
社
会
保
険
料
賦
課
と
対
立
も
す
る
の
で
、
改

め
て
共
働
き
モ
デ
ル
ヘ
と
見
直
し
を
す
る
必
要

が
出
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
雇
用
ル
ー

ル
全
体
の
大
き
い
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
い

ｒ
ｒ
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ｄ
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ｊ

ｉ
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二　

育

児

休

業

給

付

は

、

ｉ

―

ｌ
ｒ

　　

非

正

規

雇

用

者

を

含

め

　　

た

幅

広

い

雇

用

者

に

出

　　

す

よ

う

制

度

変

更

を

｀
－

『
ｒ

ー
ｒ
ｌ

ｒ

ｄ
ｌ
ｒ

！

ｌ

ｌ

ｌ
ｌ
！

５

Ｆ

！

♂

ン

ーＬ

Ｉ

ー
ｓ

ー

♂４

ー
ｊ

ｌ
－

ー

ー

♂
ｉ
－

－

－

―

－

１

－
ー

！

ー

ー

こ
こ
で
は
、
比
較
的
容
易
に
改
正
で
き
る
こ

に
着
目
し
て
、　

と
と
し
て
、
育
児
休
業
給
付
の
権
利
を
非
正
規

非
正
規
雇
用
者　

社
員
全
般
に
広
げ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

の
権
利
保
護
を　　

脆
弱
な
雇
用
者
ほ
ど
、
育
児
休
業
は
と
り
に

副

考
え
直
す
こ
と　

く
い
。
こ
れ
は
ど
こ
の
国
で
も
、
お
そ
ら
く
そ

ス
の
供
給
に
視
点
を
あ
て
、
日
本
の
課
題
を
見

て
い
く
。

ー

ー

ー
ー
ー

ー

　

一

ー
ー
『
¶

『

『

ｉ

－

ー
ー

ー
ー
ｓ

ト
ー
ー
ー

ｊ
ｉ
―
ｉ

ｉ
－
ｌ
ｉ

ー
ｊ

ｄ
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ー

ー

ー
ー

ー
ー

ｒ
ー

ー
１

ｊ

ｊ

ｊ

非

正

規

雇

用

者

の

定

．

着
と
こ
れ
に
見
合
っ
た

社
会
的
保
護
制
度
の
拡

充
を

　
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
非
正
規
社
員

は
、
若
い
家
族
形
成
期
の
男
女
の
働
き
方
と
し

て

拡
大

し

て

い

る
。

15
‘
24
歳
（
在

学

者

除

く

）
、

25
―
34
歳

の
雇

用

者

に

し

め

る
割

合

を

見

る

と

、

非
正

規

社

員

は

、

男

性

で

、

そ

れ

ぞ
れ

29
％

、

16
％

、

女

性

で

36
％

、

42
％

を

し

め

る

（
２

０

０
８

年

平

均

）
。
か
つ

て

は

新

卒

者

の
８

割

が
正

社

員

と

し

て

仕

事

を

は

じ

め

た

が
、

今

は

若

年

の
３

人

に

ー
人

以

上

が
非
正

規

社
員

と

し

て

仕

う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
育
児
休
業
給
付
の
支
給

要
件
を
、
子
ど
も
ケ
ア
に
よ
る
所
得
下
落
と
す

れ
ば
、
非
正
規
雇
用
者
を
合
め
た
出
産
離
職
者

も
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
る
限
り
に
お
い

て
、育
児
休
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
名
称
も
、
育
児
休
業
給
付
で
は
な
く
、

育
児
親
給
付
と
変
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
日
本
の
よ
う
に
、
給
付
を
受
け
る
申
請
が
事

辛
王
を
通
じ
て
な
さ
れ
、
支
給
要
件
が
育
児
休

業
を
取
得
し
た
こ
と
で
あ
る
場
合
、
た
と
え
ば

非
正

規
社
員

が
や
む
な
く
離
職
と
な
っ
た
場

合
、
育
児
休
業
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
。
日
本

の
育
児
休
業
給
付
は
、
２
０
０
１
年
の
１
０
８

０
億
円
か
ら
２
０
０
６
年
に
１
４
９
０
億
円
と

４
削
弱
増
加
し
て
は
い
る
か
、
２
０
０
４
年
の

出
産
世
帯
の
15
・
８
％

に
す
ぎ
な
い
（
第
13
回

『
出
生
動
向
基
本
調
査
」
）
。し
か
し
他
の
国
々
で

の
給
付
の
範
囲
は
、
表
１
の
よ
う
に
日
本
よ
り

も
は
る
か
に
広
い
。
そ
の
例
か
ら
学
ぶ
べ
く
、

以
下
で
制
度
を
説
明
す
る
。

△
フ
ラ
ン
ス
の
例
∇

　
フ
ラ
ン
ス
は
、
様
々
な
子
育
て
へ
の
手
当
が

あ
る
が
、
職
業
活
動
を
停
止
、
ま
た
は
削
減
し
、

自
分
で
子
ど
も
の
ケ
ア
を
し
た
た
め
に
収
入
が

下
落
し
た
労
働
者
に
は
「
就
業
自
由
選
択
補
足

手
当
」
が
あ
る
。
給
付
要
件
は
、
老
齢
保
険
拠

出
金
を
出
産
前
に
24
ケ
月
拠
出
し
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
子
ど
も
ー
人
の
場
合
は
出
産
休
業
等



錬傭
終

了

後
６

ヵ

月

、

２

人

以

上

の

場
合

は
、

末

子

が
３
歳

に
な

る

前

月

ま

で

、

就

業
活

動

全
面

停

止

期
間

ま

た

は

時

間

短

縮
期

間

に
家

族
手

当

金

庫

が
金

銭

給

付

を

行

う

。

２

０

０
４

年

に

は

、

パ

ー
ト

で

あ

っ
て

も

就
業

継

続
を

奨
励

す

べ
き

と

の
考

え

か

ら

、

短

時
間

雇

用
者

に
対

す

る
同

手

当

を

改

善

し
、

短

時
間

雇

用

で

給

付

を

受

け

る
者

が
増

え

て

い
る

（
諸

制

度

に
つ

い
て

は

神

尾
（
２

０

０
７

）
に

詳
し

く

紹

介

さ

れ

て

い

る

）
。

△

カ
ナ

ダ

の

例
▽

　

カ

ナ

ダ

は

フ
ラ

ン

ス
と

異

な

っ
て

、

日
本

と

同

じ

よ

う

に

雇

用

保

険

か

ら

育

児

親

給

付

（
P
a
r
e
n
t
a
l
 B
e
n
e
fi
t
)
を

出
し

て

い

る

。
そ

れ

で
も

、

カ
ナ

ダ
で

は

育

児

親
給

付
を

受

け

る

人

口

割
合

は

日

本

に
比

べ
は

る

か

に

高

い

の
は

、

支

給

要

件

が
、

出

産

に

よ

り

収

入

が

40
％

以

上

下

落

し

た

こ

と

、
ま

た
過

去
１

年

に
６

０

０

時

間

働

い
て

い
た
こ

と

と

緩

い

か

ら
で

あ

る

。

つ

ま

り

出

産

後

無

職

に

な

っ

た
者

も

合

め

て

、

出

産

給

付

1 5
週

、
育

児

親
給

付

35
週

の
給

付

を
受

け

ら

れ

る

。

給

付
は

給

料

の

55
％

、

上

限

は
最

高

で

週

４

４
７

ド

ル

で
あ

る
。

も

ち

ろ

ん

カ
ナ

ダ

に

お

い
て
も

、

雇

用

保

険

か

ら

の

給

付

と
は

別

に
無

給

の
休

業

を

と

る
権

利

を

定

め

た
法

が

あ

る

。

州

に
よ

っ
て

差

が
あ

る

が
、

出

産
休

暇

15
Ｉ
1 7
週

、

親
休

暇

35
－
52
週

で
あ

る

（
や

や

古

い

が
永

瀬

（
２

０

０

１

）

参
照

）
。

＜

イ

ギ

リ

ス

の
例
▽

　
イ

ギ
リ

ス
も
原

則
、

日
本

の
雇

用

保
険

と

年

一

　
ｊ

－
－
『
－
ー

ー
ｓ

－

ｄ

ーー　　

♂－
ｊ
ｊ

％

♂ｓ
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■
－『
－

－

ニ　

都

市

部

に

お

け

る

多

様
な
保
育
の
拡
充
に
対

す
る
支
出
の
増
加
を

　
今
日
、
子
ど
も
の
育
ち
に
も
、
出
産
意
欲
に

も
重
要
な
の
は
、
質
の
高
い
保
育
の
拡
充
で
あ

　
フ
ラ
ン
ス
で
多
様
な
保
育
が
充
実
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
知
ら
れ

て
い
な
い
の
は
、
ご
く
最
近
で
も
フ
ラ
ン
ス
で

-
H

'

ー

保
育
へ
の
財
政
支
出
が
急
増
し
て
い
る
こ

と
、
日
本
で
は
、
少
子
化
対
策
と
騒
い
で
い
る

割
に
、
き
わ
め
て
小
さ
い
増
額
し
か
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
表
２
の
と
お
り
、
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
０

４
年
を
見
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
保
育
園
へ
の

支
出
が
41
％
も
増
加
し
た
が
、
日
本
で
小
泉
内

閣
に
お
い
て
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
が
謳
わ
れ

　　　　　　　　　

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

表 ２　 施設保育への公的支出の増加串

フランス 日本

2001→ 2004 41％ ８％

出所） 日本 国立社会保障 人ロ問題研究所 『社会

　　給付費 』より計算｡フ ラン ス F agn a ni( 2 00 9)
同

じ

時

期

に

日

本

は

８

％

し

か

増

加

し

て

い

な

い
。

　

9 0
年

代

後

半

を

比

較

し

て

も

日

仏

で

、

子

ど

も

ケ

ア

ヘ

の

支

出

増

の

ペ

ー

ス

は

大

き

く

違

う

。

フ

ラ

ン

ス

で

は

ー

C71 CT
>
^
P
年

か

ら

り乙
０

０

０

年

に

か

け

て

、

認

定

保

育

マ

マ

を

雇

用

す

る

金
保
険
の
合
体
で
あ
る
国
民
保
険
か
ら
出
産
給

付

(s
ta
tu
tor
y
 
M
a
ter
ni
ty
 P
a
y
）
が
出
る

の
で
、
支
給
に
は
要
件
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

予
定
日
の
15
週
前
に
、
26
週
連
続
し
て
同
じ
雇

い
主
の
も
と
で
働
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
週
の

収
入

が
国

民
年
金

保
険
料
を

賦
課
さ

れ
る

(
L
o
w
er
 b
a
rn
m
g
s
 L
i
m
i
t)
水
準
以
上
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
39
週
ま
で
支
払
わ
れ
る
。
６

週
は
税
引
き
前
週
間
収
入
の
90
％
、
そ
の
後
は
、

週
１
２
３
・
06
ポ
ン
ド
か
、
税
引
き
前
週
間
収

入
の
90
％
、
ど
ち
ら
か
低
い
方
で
あ
る
。
た
だ

し
上
記
の
資
格
を
満
た
さ
な
く
と
も
、
出
産
前

66
週
の
う
ち
26
週
働
い
て
お
り
、
週
の
収
入
が

平
均
し
て
30
ポ
ン
ド
以
上
で
あ
れ
ば
、
年
金
雇

用
省
か
ら
' 
M
a
ter
n
ity
 A
ll
o
w
a
n
c
e
が
支
払

わ
れ
る
。
期
間
は
同
じ
で
あ
り
39
週
ま
で
、
週

１
２
３
・
06
ポ
ン
ド
か
、
税
引
き
前
週
間
収
入

の
90
％
、
ど
ち
ら
か
低
い
方
で
あ
る
。
つ
ま
り

か
な
り
不
安
定
な
雇
用
者
に
対
し
て
も
幅
広
く

M
a
ter
ni
ty
 
A
ll
o
w
a
n
c
e
の
形
で
給
付

が
出

る
。
週
１
２
３
・
06
ポ
ン
ド
は
、
ー
ポ
ン
ド
ー

６
０
円
と
す
る
と
、
週
２
万
円
弱
と
意
外
に

高
い
。

△
日
本
へ
の
示
唆
▽

　
日
本
に
お
い
て
も
、
出
産
前
に
有
収
入
で
あ

る
女
性
が
多
数
に
な
っ
て
い
る
。
１
年
間
に
結

婚
し
た
女
性
の
就
業
変
化
を
見
る
と
、
厚
生
労

働
省
「
21
世
紀
成
年
者
縦
断
調
査
』
に
よ
れ
ば
、

同
一
企
業
で
の
就
業
継
続
は
５
削
弱
だ
が
、
転

助
成
が
１
４
７
％
、
育
児
親
手
当
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
）

が
１
９
７
％
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
雇
う
家
庭

へ
の
手
当
が
57
％
増
加
し
た
。
保
育
と
い
う
職

場
を
増
や
し
、
失
業
対
策
と
す
る
と
い
う
意
図

も

あ
っ
て

の
こ

と

だ

と

い
う

(
F
a
g
n
a
ni

（
Ｎ（
）呂
）
）
。

　
同
じ
期
間
に
つ
い
て
日
本
を
社
会
保
障
給
付

費
か
ら
計
算
す
る
と
、
も
っ
と
も
増
え
た
の
は

対
象
年
齢
を

拡
大
し
た
児

童
手
当

で
あ
り

71
％

、
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
39
％
、
育
児
休
業
給

付
も
44
％
に
と
ど
ま
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
低
年
齢
児
童
へ
の
ケ
ア

の
思
想
は
、
「
選
択
の
自
由
」
で
あ
る
。
多
様
な

保
育
が
提
供
さ
れ
、
ど
の
保
育
に
も
一
定
の
公

的
助
成
が
な
さ
れ
る
。
表
３
は
、
日
本
と
フ
ラ

ン
ス
の
Ｏ
－
２
歳
児
が
ど
う
ケ
ア
さ
れ
て
い
る

か
、
ケ
ア
の
実
態
の
比
較
で
あ
る
。
親
や
親
族

な
ど
に
よ
る
ケ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
54
％
、
日

本
で
は
83
％
で
あ
る
。
認
可
保
育
園
に
日
本
は

17
％

が
通
う
。
フ
ラ
ン
ス
は
16
％
と
ほ
ぽ
同
水

準
で
あ

る
。
た
だ
し
保
育
学
校

に
も
９
％

が

通
っ
て
い
る
。
無
料
の
学
校
教
育
で
あ
り
、
３

歳
か
ら
は
子
ど
も
の
ほ
ぽ
全
員
が
保
育
学
校
に

通
う
。

　
認
定
保
育
マ
マ
は
、
子
ど
も
を
保
育
マ
マ
の

自
宅
に
預
け
る
制
度
で
あ
り
、
払
う
べ
き
保
育

料
に
下
限
規
制
が
あ
る
が
、
払
う
側
に
は
現
金

給
付
に
よ
る
助
成
か
お
る
。
ベ
ピ
ー
シ
ッ
タ
ー

に
も
公
的
助
成
が
出
る
。
親
に
よ
る
ケ
ア
に
対

し
て
も
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
定
の
条
件

職
や
非
正
規
雇
用
等
を
含
め
る
と
７
割
の
女
性

が
結
婚
後
に
仕
事
を
続
け
て
い
る
。
女
性
の
収

入
の
家
計
へ
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
し
て
夫
の
収
入
が
不
安
定
で
、
妻

が
働
く
こ
と
で
生
計
が
成
り
立
っ
て
い
る
若
年

世
帯
に
と
っ
て
は
、
女
性
の
無
業
化
は
家
計
に

大
き
い
痛
手
と
な
る
。
そ
こ
で
他
の
国
と
同
様
、

育
児
休
業
を
と
れ
た
か
を
資
格
要
件
と
せ

ず

に
、
収
入
減
少
の
み
で
十
分
と
し
て
、
雇
用
保

険
加
入
者
に
育
児
親
手
当
を
出
す
こ
と
を
提
案

し
た
い
。

　
も
っ
と
も
厚
生
労
働
省
『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
総
合
実
態
調
査
平
成
19
年
』
に
よ
れ
ば
、

パ
ー
ト
労
働
者
の
う
ち
、
女
性
を
み
る
と

45
・

２
％
は
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
。
と
す

る
と
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
非
正
規

雇
用
者
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、

税
金
か
ら
育
児
親
給
付
を
出
す
こ
と
も
考
え
る

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
育
児
休
業
取
得
の
権
利

そ
の
も
の
を
非
正
規
社
員
を
含
め
て
広
げ
る
努

力
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
対
す
る
給
付
付
き
税

額
控
除
が
政
府
の
「
安
心
社
会
実
現
会
議
」
、
ま

た
政
府
税
制
調
査
会
で
も
案
と
し
て
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
般
的
な
低
所
得
世
帯
へ

の
対
応
で
あ
る
。
出
産
に
よ
る
収
入
低
下
に
つ

い
て
は
、
育
児
親
手
当
と
い
う
形
で
、
出
産
と
い

う
事
由
に
連
動
し
た
給
付
と
し
て
出
す
の
が
妥

当
で
あ
り
、
受
給
者
の
納
得
性
も
高
い
だ
ろ
う
。

日本とフランスにおけるＯ－２歳児のケア表 ３

フランス 日本

構成比 公的助成 構成比 公的助成

保育園 16％ Ｏ 17％ Ｏ

保育学校((ﾑ ) ９％ ○ -

認定保育ママ 26％ ○ 一

公的補助付きベビーシッター ２％ ○ -

親、親族や友人による ｹ ﾌﾌ 54％ △ 83％ 育児休業のみ

出所） フランス : F a g n a n i(2 0 09 ) C o u r d e s C o m p tes ', L es ai d es a l a g ar d e d es je un es

　　 en fa n ts , J uly  2 00 8 より、目本 ： 国勢調査200 5、社会福祉施設等調査 2005より永瀬

　　 作成

つ
き
で
家
族
手
当
金
庫
か
ら
、
現
金
給
付
が
な

さ
れ
る
。ま
た
家
政
婦
を
雇
用
し
た
場
合
に
は
、

上
限
が
あ
る
が
、
費
用
の
50
％
を
税
額
控
除
で

き
る
制
度
が
あ
る
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
保
育
の
選
択
肢
が
多
様

で
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
公
的
補
助
も
認
可

保
育
回
に
集
中
し
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
、
様
々
な
形
の
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
て
、
ど
の
タ
イ
プ
の
ケ
ア
に
も
一
定
の

N 0.25 39［.20 09 . 7.2 0］ 週刊社 会 保 障　 4 44 5　 週刊社会保障 No.2539[2009. 7.20]



公
的
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
税
劇
画
の
考
慮
も
あ
る
。
認
定
保
育
マ
マ
に

つ
い
て
は
年
間
１
１
５
０
ユ
ー
ロ
ま
で
、
家
政

婦
に
つ
い
て
は
年
間
６
７
５
０
ユ
ー
ロ
ま
で
費

用
の
50
％
と
い
う
寛
容
な
給
付
付
き
税
額
控
除

が
あ
る
。
助
成
と
税
額
控
除
に
よ
り
、
認
定
保

育
マ
マ
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
う
際
の
保
育
料

は
、
２
０
０
７
年
で
低
所
得
世
帯
で
は
時
間
あ

た
り
０
・
７
ユ
ー
ロ
（
１
０
０
円
程
度
）
、
高
所

得
世
帯
で
１
・
９
ユ
ー
ロ
（
保
育
料
２
５
０
円

程
度
）
と
い
う
（
仏
労
働
省
調
査
）
。

　
企
業
優
遇
税
制
と
し
て
も
２
０
０
４
年
に

F
a
m
il
y
  T
a
x
  C
r
e
di
t (
G
I
F
,   C
r
e
di
t  d
'

ぼ
p
o
t a
m
ille
）
が
創
設
さ
れ
た
。
―
企
業
あ

た
り
年
間

50
万
ユ
ー
ロ
ま
で
、
フ
ァ
ミ
フ
レ
施

策
費
用
の
25
％
を
税
額
控
除
で
き
る
。
具
体
的

に
は
出
産
復
帰
着
の
訓
練
費
用
、
子
ど
も
関
連

で
休
業
中
の
従
業
員
賃
大

企
業
保
育
園
創
設

費
（
２
歳
以
下
の
子
ま
で
）、
時
間
外
の
仕
事
を

行
う
従
業
員
の
保
育
費
用
の
企
業
肩
代
わ
り
分

な
ど
で
あ
る
。
税
制
面
で
の
配
慮
も
日
本
の
参

考
と
な
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
低
所
得
の
女
性
の
就
業
と
、
高

所
得
世
帯
の
女
性
の
就
業
、
双
方
を
促
進
す
る

政
策
を
と
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す
と
言
い
な
が
ら
、
実

際
に
は
、
ま
さ
に
牛
歩
で
あ
る
（
永
瀬
（
２
０

０
７
)
は
、
県
別
に
伸
び
を
計
算
、
特
に
需
要

の
高
い
首
都
圏
で
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
）
。

が
１
兆
５
千
億
円
で
あ
る
。
な
ぜ
か
日
本
で
は
、

お
年
寄
り
へ
の
給
付
に
は
熱
心
だ
が
、
保
育

サ
ー
ピ
ス
ヘ
の
支
出
に
つ
い
て
は
迷
い
が
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
全
く
逆
の
よ
う
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
高
齢
者
に
対
す
る
支
出
は
な
か
な
か

増
え
な
い
が
、
子
ど
も
は
社
会
の
財
産
で
あ
っ

て
、
子
ど
も
に
対
す
る
公
的
支
出
の
増
加
は
選

挙
で
支
持
を
受
け
る
た
め
に
も
重
要
な
政
策
で

あ
る
と
い
う
。

　　　

－
－
！

－－

ー
ー
ｒ

ｒ

ー

ー
ｊ
－

Ｌ

－
－

－

ｉ

－
－

－

ー

ーー

四　

フ

ラ

ン

ス

に

お

け

る

　　　　

「

働

く

母

モ

デ

ル

」

へ

の

　　　　

パ

ラ

ダ

イ

ム

シ

フ

ト

　　　　

♂　　　

ー　

■１
－　

♂１
１　　

－

　
フ

ラ

ン
ス

に

お

い

て
も

、

戦

後

か
ら

１

９
７

０

年

代

ま

で

は
、

男

性
独

得

モ

デ

ル

が
と

ら

れ

て

い

た

と

い
う

（
た

と
え

ば
片

働

き

世

帯

に

対

し

て

の

単

一

賃

金

手

当

(
A
ll
o
c
a
ti
o
n
  
 
d
e

S
a
l
a
i
r
e
 
U
n
i
q
u
e
)
が
出

さ

れ
て

い

た
）
。

し

か

し

70
年
代

に

パ
ラ

ダ
イ

ム

シ

フ
ト

が
あ

り

T

働

く
母

モ

デ
ル
」

が

10
年

ほ

ど

か

け

て

社
会

に
取

り

人

れ

ら

れ

て

い

き
、

保
育

学

校

や

保

育

園

な

ど

ケ

ア

サ

ー

ビ

ス

が

充

実

し

て

い

っ
た

と

い

う

。

そ

の

推

進
力

の
第

１
は

労

働

需
要

の

高

ま

り

、

第

２

は

フ

ェ
ミ

ニ

ズ

ム
運

動

と

女

性

の

意

識

変

化

で

あ

る

。

第

３

に
、

フ
ラ

ン

ス
で

は

、

第

２
次

世

界

対

戦

後

も

出

産

奨

励

勢
力

が
社

会

の
底

流

に
あ

っ
た

が
、

彼

ら

も
、

出

生
率

が
低

下

す

る

ド
イ

ツ

の
例

を

見

つ

つ

、
母

親

が
働

け

る

環

境
を

作

る

よ

う

に

し

な

け

れ

ば
、

女

性

は

子

ど

も
を

持

た

な

い
と

し

て

女

性

運
動

と

共
闘

し

た

と

い
う

。

　

翻

っ
て

日
本

で
は

、

ま

だ

「
働

く

母

」

モ

デ

ル

ヘ

の

パ

ラ

ダ
イ

ム

シ

フ

ト

は

起

き

て

い

な

い
。

税

制

に

お

け

る
配

偶

者

控

除

、

企

業

の

配

偶
者

手

当

と

い
う

形

で

の

給

与
支

払

い
、

年

金

に

お
け

る

第

３

号

彼

保
険

者
や

、

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

世
帯

の
医

療

や

介

護

に

お

け

る
扶

養

さ
れ

る

配

偶

者

の
保

険

料

負

担

の
あ

り

方

な
ど

を
見

れ

ば
、
男
性

独

得

モ

デ

ル

が

い
ま

だ
主

流

で
あ

る
。

え
て
、
子
ど
も
の
育
児
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充

と
、
企
業
慣
行
お
よ
び
家
庭
の
規
範
変
化
が
必

要
と
し
た
。
規
範
変
化
と
は
、
子
ど
も
が
幼
い

う
ち
は
母
の
手
で
育
て
る
べ
き
と
い
う
規
範
か

ら
、
母
親
は
自
分
の
働
き
た
い
と
き
に
働
い
て

良
い
と
い
う
規
範
変
化
だ
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス

は
母
親
が
働
く
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
く
中

で
、
80
年
代
以
後
、
規
範
変
化
が
徐
々
に
起
き

た
の
だ
と
締
め
く
く
っ
た
。

一

法

一

　
F
a
g
n
a
ni
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
政
策
が　

田

小
島
（
２
ｏ
ｏ
ｌ
）
が
氏
の
業
績
を
詳
し
く
紹
介

出
生
率
向
上
に
影
響
し
た
か
、
と
い
う
質
問
に　　

し
て
ぃ
る
。

対
し
て
、
出
生
を
規
定
す
る
要
因
は
様
々
で
あ　

閣

文
部
科
学
省
委
託
事
業
、
近
未
来
の
課
題
解
決
に

る
か
ら
、
直
接
ど
れ
だ
け
と
は
言
え
な
い
が
向　　

向
け
た
実
証
的
社
会
科
学
推
進
事
業
「
ジ
ェ
ン

上
に
影
響
し
た
、
と
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う　　

ダ
ー
・
格
差
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
働
き
方
と
生
活
の
調

に
日
本
ヘ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
述
べ
た
。
お
金

を
出
し
た
だ
け
で
は
少
子
化
は
止
ま
ら
な
い
こ

と
は
ド
イ
ツ
の
経
験
か
ら
沁
耐

。
子
ど
も

が
生

ま
れ
る
社
会
へ
の
転
換
に
は
、
金
銭
給
付
に
加

な

が
せ
・

の

ぶ
こ

お
茶

の
水

女
子
大

学
大

学

院
人

間
文

化

創
成
科

学
研

究
科

教
授

。
上

智
大

学
外

国
語

学
部

卒
業

、
東
京

大

学
大

学

院
経

済
学
研

究
科

博

士

課
程

修
了

。
博

士

（
経
済

学
）
。
主
な

著
書

に
、
『
少

子
化

と

エ
コ
ノ

ミ
ー

‥
パ
ネ

ル
調
査

で
描

く
東

ア

ジ

ア
』
（
作

品
社

、
２
０

０

８
年
、
編

著
）
、
『
雇
用

流
動

化

の
申

の
家

族
」
（
家

族
社

会

学
研

究

シ
リ

ー

ズ
６
、

ミ
ネ

ル

バ
書
房
、
２

０
０
８

年
、
共

著
）
。
『
人
口

減
・

少

子

化

社

会

の
未

来

一
雇

用

と

生

活

の
質

を

高

め

る
』
（
明
石
書

店
、
２

０
０

７
年

、
共

著
）
等

が
あ
る

。

　
和

‥
キ

ャ
リ

ア
形

成
と
家

庭

・
地

域
・

社
会

活
動

か

　
可

能
な
働

き

方

の
設
計

」
（
代

表
永

瀬
伸

子

）
に
よ

っ

　
て

招

聘
は
実

現
さ

れ

た
。

圓

な

お
イ

ギ
リ

ス
の
出

産
休

暇
は

、
基
本

は

26
週
で

、

　

追
加
で

26
通

、
計

52
通

ま
で

と
れ

る

。
基
木

通
の

間
、

　
使
用

者

は
解

雇
で

き
な

い
。

そ
の

後
４

週
は

、

病
気

　

証
明

が
あ
れ

ば

病
気
休
暇

に

移
行
し

、

不
当

解
雇

か

　

ら
保
護

さ
れ

る

。
追
加
的

出

産
休

暇
で

あ

る
か
、
こ

　

の
間
、
理
由

が
な

け
れ

ば
も
と

の
仕

事

に
戻

れ
る
し

、

　

理
由

が
あ
れ

ば
別

の
同
等

の

仕
事

に
戻

れ

る
。

園

最

近

の

改
正

で

、
「
特
定

理
由

給

付

」
と

し
て

結

婚

・
出

産
で

や

む
を
得
す

離

職
し

た
者

に
失

業
等
給

し
か
し
増
加
す
る
非
正
規
雇
用
者
は
、
こ
の
男

性
稼
得
モ
デ
ル
に
入
れ
て
い
な
い
。
そ
の
上
に
、

ケ
ア
か
で
き
る
雇
用
者
と
い
う
モ
デ
ル
に
も
入

れ
て
い
な
い
た
め
に
、
非
正
規
社
員
の
出
産
率

は
正
社
員
よ
り
も
低
い
。
し
か
し
非
正
規
雇
用

の
よ
う
に
賃
金
が
低
く
、
家
族
を
養
い
得
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
社
会
的
に
子
ど
も
コ
ス
ト
を
負

担
し
、
ケ
ア
時
間
を
付
与
す
る
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
子
ど
も
は
持
て
な
い
。
日
本
に
お
い
て
は
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
育
児
休
業
法
の
強
化

や
、
次
世
代
育
成
法
に
お
け
る
「
男
性
の
働
き

方
の
見
直
し
」
な
ど
が
切
り
貼
り
的
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
段
階
だ
が
、
今
後
、
雇
用
ル
ー

ル
全
体
を
転
換
し
な
い
と
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

－

－

－
『
『

１
－
－

－
－

五　

「
公
共
財
と
し
て

の

　
子
ど
も
」
と
い
う
認
識

　
日
本
と
の
差
と
し
て
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
子
ど
も
に
対
す
る
支
出
の
潤
沢
さ

で
あ
る
。
そ
れ
は
子
ど
も
は
社
会
の
財
産
で
あ

る
と
い
う
歴
史
的
な
共
通
認
識

が
あ
る
か
ら
だ

と
い
う
。

　
日
本
で
は
２
０
０
０
年
に
介
護
保
険

が
出

来
、
高
齢
者
ケ
ア
に
対
す
る
支
出
は
大
き
く
増

え
た
。
介
護
保
険
が
出
来
た
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
０
５
年
を
見
る
と
、
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
は
72
％
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
同
じ
期
間
、
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
仲
び

は
卯一
％
で
あ
る
。
費
用
は
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
６
兆
１
千
億
円
、
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
付

が
で

る
よ
う

に
な

っ
た
。

前

進
と

は

い
え

、
育

児

　
親

給
付

と
し
て

構

成
す

る
こ

と

が
望
ま
し

い
。

㈲

F
a
g
n
a
n
i
氏

に
よ

れ
ば
、

ド
イ

ツ
は

無
子

比
率

の

　
上
昇

か

顕
著

で
あ
り

、
１

９
６

５
年

生
ま

れ
女

性

は

　

27
％

程

度

が
無
子
で

あ

る
。

一
方
、

フ
ラ
ン

ス
で

は

　
無
子

は

10
％

に
と

ど
ま

る
と

い
う

。

八

参

考
文

献
▽

･ J
e
a
n
n
e
 F
a
g
n
a
m
 
 F
r
e
n
c
h
 F
a
m
il
y
 P
oli
c
y
 a
n
d

　
th
e
 W

o
r
k
 L
if
e
 B
al
a
n
c
e
 Is
s
u
e
"
お
茶

の
水

女

子

　
大

学

文

部
科

学

省

委

託

近

未

来

事

業

「
ジ

ェ
ン

　
ダ
ー

格
差

セ

ン

シ
テ

ィ

ブ
な
働

き
方

と
生

活

の
調

和

　
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト

」
主

催

講
演

２

０
０
９

年
６

月

15

・

神
尾

真
知

子
（
２

０
０

７

）
「
フ
ラ

ン

ス
の
子

育
て

支

　
援
～
家

族
政
策

と
選

択

の
自
由
－

≒

海
外

社
会

保

障

　
研

究

』
１

３
５

号

33
一
72
員

。

　・
小
島

宏

（
２
０

０
１

）

J
e
a
n
n
e
   F
a
g
n
a
n
i,   U
n

　
tr
a
v
ail
 
e
t 
d
es
 e
n
l
a
n
ts
. 
f
e
ti
ts
 
a
r
b
i
tr
a
g
e
s
 e
t

　
g
r
a
n
d
s
 d
il
e
m
m
e
s
"

『
海
外

社

会

保
障
研

究
』
Ｉ

　
３

５

号

76
－
81
員
。

　・

永
瀬

伸
子
（
２
０

０
１

）
「
子

育
て

支

援
策

の
ｎ

加

比

　
較
」
『
海
外

社
会

保
障

研

究
』
１

３

９
号

46
員

。

　・

永
瀬

伸
子
（
２
０

０
７

）
「
少
子

化

に

か
か
お

る
政

策

　
は
ど

れ
だ

け
実
行

さ

れ
た

の

か
？

保
育
と

児

童
育

成

　
に

関
す

る

政

策

の

課

題
」
『
フ
ィ
ナ

ン

シ

ャ
ル
・

レ

　
ヒ

ュ

ー
』
通

巻

87
号
、

２
０

０
７

年

第
１

号

３
－
22

　
員

。
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